
上記事項につきましては法令及び当社定款の規定に基づき、書面交付請求された
株主様にお送りする書面には記載しておりません。

第24回定時株主総会招集に際しての

電子提供措置事項

連結注記表

個別注記表

（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

株式会社駅探



連　結　注　記　表

１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
⑴ 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
　連結子会社の数 ７社
　連結子会社の名称 株式会社ラテラ・インターナショナル

プラウドエンジン株式会社
株式会社音生
株式会社駅探I&I
グロースアンドコミュニケーションズ株式会社
株式会社サイバネット
株式会社アイティジェイ

② 非連結子会社の状況
　該当事項はありません。

⑵ 持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

　該当事項はありません。
② 持分法を適用していない関連会社の状況

該当事項はありません。

⑶ 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、株式会社音生の決算日は、７月31日であります。連結計算書類の作成に当たって
は、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。
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⑷ 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

ａ. 有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用して
おります。
市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。

ｂ. 棚卸資産
商品
個別法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。
仕掛品
個別法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。
原材料及び貯蔵品
個別法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
ａ. 有形固定資産

　定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物につい
ては、定額法によっております。
　なお、主な建物の耐用年数は８～15年、主な工具、器具及び備品の耐用年数は３～10年でありま
す。
　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年か
ら５年間で均等償却する方法によっております。

ｂ. 無形固定資産
　定額法によっております。
　なお、市場販売目的のソフトウエアについては、見込有効期間（２年以内）に基づく償却方法を採用
し、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用し
ております。
　また、企業結合により識別された顧客関係資産については、その効果の及ぶ期間（９年以内）に基づ
く定額法を採用しております。
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③ 重要な引当金の計上基準
ａ. 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権
等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ｂ. 賞与引当金
　従業員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度負担額を計上しており
ます。

ｃ. 役員賞与引当金
　一部の連結子会社は、役員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度負
担額を計上しております。なお、当連結会計年度末において役員賞与引当金は計上しておりません。

ｄ. 買付契約評価引当金
　一部の連結子会社は、将来の商品の収益性の低下により発生する損失に備えるため、商品の買付契約
に基づく購入価額のうち、将来回収不能と見込まれる額を計上しております。

④ 退職給付に係る会計処理の方法
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要
支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

⑤ 重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおり
であります。
ａ. 各種サービスの提供

　主に乗換案内に係る有料会員サービス、APIサービス、データライセンスの提供を行っております。
　当該履行義務については、一定期間の契約締結を行っており、サービス期間の経過に伴って履行義務
が充足されることで収益を認識しております。
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（単位：千円）

モビリティ
サポート事業

広告配信プ
ラットフォ
ーム事業

M&A・イン
キュベーシ
ョン事業

合計

コンシューマー向け 614,332 － 89,089 703,421

法人向け 695,673 734,234 859,465 2,289,372

顧客との契約から生じる収益 1,310,005 734,234 948,555 2,992,794

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,310,005 734,234 948,555 2,992,794

ｂ. ソフトウエア開発
　受注制作によるソフトウエアの開発、提供を行っております。
　当該履行義務については、一定の期間にわたり充足される履行義務と判断し、履行義務の充足に係る
進捗度に基づき収益を認識しております。進捗度は、契約ごとに、見積原価総額に対する実際原価の割
合で算出しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時
点までの期間がごく短い導入作業については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識
せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

ｃ. 広告配信
　主にアドネットワークシステムを介して、広告の出稿を行っております。
　当該履行義務については、クリック等の広告トランザクションに応じて従量的に認識された時点で収
益を認識しております。

ｄ. エンジニア派遣
　エンジニア派遣事業は、派遣契約に基づき、派遣期間にわたりサービスの支配が顧客に移転すること
から、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断しており、時の経過に基づき収益を認識してお
ります。
　なお、これらの履行義務に対する対価は、履行義務を充足してから概ね１年以内に受領しており、重
要な金融要素を含んでおりません。

⑥ のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、合理的な見積りに基づき10年以内のその効果が及ぶ期間にわたって、均等
償却しております。

２. 収益認識に関する注記
⑴ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。
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（単位：千円）
当連結会計年度期首 当連結会計年度期末

顧客との契約から生じた債権 468,553 429,066

契約資産 56,403 50,056

契約負債 26,867 28,219

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基

本となる重要な事項に関する注記等　⑷　会計方針に関する事項　⑤　重要な収益及び費用の計上基準」に
記載しているため、注記を省略しております。

⑶ 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約資産及び契約負債の残高等

　契約資産の主なものは、モビリティサポート事業の乗換案内に係る有料会員サービス及びAPIサービス
に係るものであります。当該履行義務については、一定期間の契約締結を行っており、サービス期間の経
過に伴って収益を認識しております。各月の収益は毎月末日時点の有料会員数に基づき認識しております
が、最終的には翌月以降に送付される携帯キャリア等からの実績通知書により確定するため、未確定期間
の履行義務に係る対価に対する権利を契約資産として認識しております。
　また、モビリティサポート事業におけるソフトウエアの開発・導入契約について、期末日時点で充足し
ているが未請求となる履行義務に係る対価に対する権利を契約資産として認識しております。
　契約負債は、主にモビリティサポート事業の乗換案内に係るAPIサービス及び広告配信プラットフォー
ム事業に係る広告配信サービスにおいて、期末日時点で充足していない履行義務に係る顧客より支払われ
た前受金となります。なお、契約負債は収益の認識に伴い取り崩され、当連結会計年度に認識された収益
の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、26,557千円であります。
　当連結会計年度における契約資産及び契約負債の残高に重要な変動はありません。
　また、過去の期間に充足した履行義務又は部分的に充足した履行義務から当連結会計年度に認識した収
益の額はありません。

② 残存履行義務に配分した取引価格
　当社グループは、残存履行義務に配分した取引価格について、当初に予想される契約期間が１年を超え
る重要な契約がないため、記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価
格に含まれていない重要な金額はありません。
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当連結会計年度
のれん 85,409
顧客関係資産 19,525

３. 会計上の見積りに関する注記
（のれん及び顧客関係資産の評価）

⑴ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
（単位：千円）

⑵ 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社グループは、事業展開のスピードを図り、グループの成長を実現するために、企業結合を事業拡大
手法の１つとして考えております。
　企業結合により識別したのれん及び顧客関係資産は規則的に償却しておりますが、経営環境の著しい悪
化等、のれん及び顧客関係資産を含む資産又は資産グループに減損の兆候があると認められる場合には、
当該資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較すること
によって、減損損失の認識の要否を判定する必要があります。
　のれん及び顧客関係資産の帳簿価額には、各連結子会社の買収時点における将来の事業の成長見込みに
基づいた超過収益力や顧客基盤の価値等を反映しております。このため、これらののれん及び顧客関係資
産を含む資産又は資産グループが使用されている営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなってい
ない場合であっても、各連結子会社の買収時点で見込んでいた将来の事業の成長が達成されない場合や事
業計画の前提となった経営環境に著しい悪化が認められた場合、あるいはそのような見込みがある場合に
は、減損の兆候があると認められ、減損の認識の判定が必要となる可能性があります。
　減損損失の認識の判定に際しては、事業計画に基づいて算定した割引前将来キャッシュ・フローと帳簿
価額を比較しますが、当該将来キャッシュ・フローには将来の採用計画や販売単価等の主要な仮定が含ま
れております。
　なお、当連結会計年度において、株式会社音生の企業結合により識別したのれんについて、企業結合以
降、営業損益（のれん等償却考慮後）は継続してマイナスとなっていることに加え、買収時に想定してい
た収益が未達の状況が継続したことから、株式会社音生ののれんを含む資産グループに減損の兆候がある
と判断し、過去の計画達成率等を基に見直した事業計画に基づき検討した結果、回収可能価額を零として
のれん等を含む固定資産の未償却残高の全額を減損損失として計上しております。
　上記の仮定は、経営者の最善の見積りによって決定されておりますが、将来の経済情勢や経営環境の著
しい変化などにより影響を受ける可能性があります。経済情勢等の著しい変化により、仮定の見直しが必
要となった場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に影響を与える可能性があります。
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① 担保に供している資産 定期預金 10,016千円
② 担保に係る債務 １年内返済予定の長期借入金 1,920千円

長期借入金 560千円

⑵ 有形固定資産の減価償却累計額 349,570千円

４. 表示方法の変更に関する注記
（連結損益計算書）

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「投資有価証券売却益」は、金額的重
要性が増したため、当連結会計年度より区分掲記することとしました。

なお、前連結会計年度の「投資有価証券売却益」は3,227千円であります。

５. 連結貸借対照表に関する注記
⑴ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は以下のとおりであります。

⑶ 顧客との契約から生じた債権及び契約資産については、「売掛金及び契約資産」に含めて表示しておりま
す。また、契約負債については、流動負債の「その他」に含めて表示しております。それぞれの金額は、
「２．収益認識に関する注記　⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するため
の情報　①　契約資産及び契約負債の残高等」に記載しております。

６. 連結損益計算書に関する注記
⑴ 顧客との契約から生じる収益

　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧
客との契約から生じる収益の金額は、「２．収益認識に関する注記　⑴　顧客との契約から生じる収益を分
解した情報」に記載しております。
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場所 用途 種類 減損損失（千円）

東京都千代田区 共用資産

建物 18,484

工具、器具及び備品 16,147

ソフトウエア 116

東京都千代田区 モビリティサポート事業に係る事業用
資産

工具、器具及び備品 12,307

ソフトウエア 220,833

ソフトウエア仮勘定 20,616

愛知県名古屋市 株式会社音生に係る事業用資産 のれん 27,055

⑵ 減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

当社グループは、事業用資産については、主として事業単位を基準として、本社設備等の共用資産につ
いては、共用資産を含むより大きな単位で資産のグルーピングを行っております。

当社の共用資産については、共用資産を含むより大きな単位において、乗換案内サービスのコモディテ
ィ化により営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなる見込みであり、固定資産の帳簿価額の回収
が見込めなくなったため、当社の共用資産及び事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減
少額を特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は使用価値により測定しており、備忘価額によ
り評価しております。

また、株式会社音生については、当連結会計年度において、当初想定していた収益を見込めなくなった
ため、のれんの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を特別損失に計上しております。なお、
回収可能価額は使用価値により測定しており、零と評価しております。
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普通株式 6,018,800株

決 議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１ 株 当 た り
配 当 額 ( 円 ) 基 準 日 効 力 発 生 日

2025年６月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 66,090 14.00 2025年３月31日 2025年７月16日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１ 株 当 た り
配 当 額 ( 円 ) 基 準 日 効力発生日

2026年６月26日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 37,836 8.00 2026年

３月31日
2026年

６月29日

７. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴ 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

⑵ 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

⑶ 当連結会計年度の末日における新株予約権の目的となる株式の種類及び数
該当事項はありません。
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８. 金融商品に関する注記
⑴ 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資及び短期的な運転資金を自己資金で賄っております。また資金調達について
は、必要に応じて資金を銀行借入等により調達することとしております。一時的な余資につきましては主
に定期預金等で運用しております。

② 金融商品の内容及びそのリスク
　投資有価証券である投資信託は、基準価格の変動リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金はすべてが１年以内の支払期日であります。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
ａ. 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、経理規程及び与信管理規程に従い営業債権について財務経理部が取引相手ごとに期
日及び残高を管理するとともに、入金状況を各営業部門に随時連絡しております。これにより財務状況
等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

ｂ. 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに
より、当該価額が変動することもあります。
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（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

投資有価証券 2,880 2,880 －

資産計 2,880 2,880 －
長期借入金（１年内返済予
定の長期借入金を含む） 208,074 202,135 △5,938

負債計 208,074 202,135 △5,938

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

　投資信託 － 2,880 － 2,880

⑵ 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりでありま
す。なお、現金は注記を省略しており、預金、売掛金及び契約資産、買掛金及び未払法人税等は短期間で決
済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

⑶ 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
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（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金（１年内返済予定
の長期借入金を含む） － 202,135 － 202,135

⑴ １株当たり純資産額 257円30銭
⑵ １株当たり当期純損失 78円09銭

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
　投資信託の時価は、市場における取引価格が存在しないことから、基準価額を時価としているため、そ
の時価をレベル２の時価に分類しております。

　　長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）
　時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価
値により算出しており、レベル２の時価に分類しております。

９. 賃貸等不動産に関する注記
　該当事項はありません。

10. １株当たり情報に関する注記

11. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

12. その他の注記
（退職給付に関する注記）
⑴ 採用している退職給付制度の概要

一部の連結子会社は、従業員の退職給付に充てるため、積立型の確定給付企業年金制度と確定拠出企業
年金制度を採用しております。

なお、確定給付年金制度は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己
都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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当連結会計年度

(自　2025年４月１日

至　2026年３月31日)

退職給付に係る負債の期首残高 31,262千円

　退職給付費用 6,176

　退職給付の支払額 △11,948

退職給付に係る負債の期末残高 25,489

当連結会計年度

（2026年３月31日）

非積立型制度の退職給付債務 25,489千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 25,489

退職給付に係る負債 25,489

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 25,489

⑵ 確定給付制度
①　簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

②　退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給
付に係る資産の調整表

③　退職給付費用
簡便法で計算した退職給付費用 当連結会計年度 　6,176千円

⑶ 確定拠出制度
連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、8,171千円であります。
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個　別　注　記　表

１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
⑴ 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
関係会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
仕掛品
個別法に基づく原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。

⑵ 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

　定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について
は、定額法によっております。
　なお、主な建物の耐用年数は８～15年、主な工具、器具及び備品の耐用年数は３～10年であります。
　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から
５年間で均等償却する方法によっております。

② 無形固定資産
　定額法によっております。
　なお、市場販売目的のソフトウエアについては、見込有効期間（２年以内）に基づく償却方法を採用
し、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用して
おります。

⑶ 引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
　従業員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額のうち当事業年度負担額を計上しております。

③ 関係会社貸倒引当金
　関係会社の債権の貸倒による損失に備えるため、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し
ております。

④ 関係会社事業損失引当金
　関係会社の事業に係る損失に備えるため、関係会社に対する出資金額に係る損失負担額を超えて当社が
負担することが見込まれる額を計上しております。なお、当事業年度末において関係会社事業損失引当金
は計上しておりません。

⑤ 債務保証損失引当金
　関係会社への債務保証に係る損失に備えるため、被保証会社の財務状態等を勘案し、損失見込額を計上
しております。
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⑷ 収益及び費用の計上基準
　当社の主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりでありま
す。
① 各種サービスの提供

　主に乗換案内に係る有料会員サービス、APIサービス、データライセンスの提供を行っております。
　当該履行義務については、一定期間の契約締結を行っており、サービス期間の経過に伴って履行義務が
充足されることで収益を認識しております。

② ソフトウエア開発
　受注制作によるソフトウエアの開発、提供を行っております。
　当該履行義務については、一定の期間にわたり充足される履行義務と判断し、履行義務の充足に係る進
捗度に基づき収益を認識しております。進捗度は、契約ごとに、見積原価総額に対する実際原価の割合で
算出しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点まで
の期間がごく短い導入作業については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完
全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
　なお、これらの履行義務に対する対価は、履行義務を充足してから概ね１年以内に受領しており、重要
な金融要素を含んでおりません。

２. 収益認識に関する注記
連結注記表「２．収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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当事業年度
関係会社株式 569,855

⑴ 有形固定資産の減価償却累計額 333,614千円
⑵ 関係会社に対する金銭債権、債務（区分表示したものは除く）
　　短期金銭債権 1,231千円
　　短期金銭債務 400千円

　関係会社との取引高
　営業取引による取引高
　　売上高 2,730千円
　　その他営業取引高 11,979千円
　営業取引以外の取引高 11,490千円

３. 会計上の見積りに関する注記
（関係会社株式の評価）
⑴ 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）

⑵ 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社が保有する関係会社株式は、市場価格のない株式であり、取得原価をもって貸借対照表価額としてお
ります。投資時に当該企業の事業の将来性を鑑み、その中長期事業計画に基づいて投資先企業の超過収益力
等を評価しており、超過収益力等の評価額が取得原価に含まれております。
　当該超過収益力等が多額に含まれている関係会社株式の評価については、発行会社の財政状態の悪化ある
いは超過収益力等が見込めなくなったことによる実質価額の著しい低下がないか検討しており、低下が認め
られる場合には、回復可能性が事業計画等の十分な証拠によって裏付けられる場合を除き、実質価額まで減
損を認識しております。
　発行会社の超過収益力等については、連結貸借対照表に計上されているのれん等と同様の見積りの要素が
含まれ、その内容及び翌事業年度の計算書類に与える影響については、連結注記表「３．会計上の見積りに
関する注記（のれん及び顧客関係資産の評価）」に記載のとおりであります。
　なお、当事業年度において、連結注記表「３．会計上の見積りに関する注記（のれん及び顧客関係資産の
評価）」に記載のとおり、株式会社音生について取得時に想定した超過収益力が見込まれなくなったことか
ら、同社に係る関係会社株式評価損29,784千円を計上しております。

４. 貸借対照表に関する注記

５. 損益計算書に関する注記

－ 16 －



普通株式 1,289,253株

賞与引当金 3,997千円
貸倒引当金 12千円
前受収益 114千円
経費否認額 12,811千円
資産除去債務 4,541千円
株式報酬費用 282千円
関係会社株式 59,100千円
関係会社貸倒引当金 17,966千円
債務保証損失引当金 2,439千円
減損損失 99,962千円
ソフトウエア 10,244千円
税務上の繰越欠損金 323,448千円
その他 486千円

繰延税金資産小計 535,406千円
評価性引当額 △535,406千円

繰延税金資産合計 －千円

６. 株主資本等変動計算書に関する注記
　　当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

７. 税効果会計に関する注記
　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）
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種類 会社等の名称
議決権等の

所有（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
（千円）

子会社
株式会社ラテラ・
インターナショナ
ル

（所有）
　直接 100.0

資金の貸付
債務保証

資金の貸付
（注）１ 57,000 関係会社長期

貸付金（注）２ 57,000

資金の回収
（注）１ 33,333 － －

利息の受取
（注）１ 529 － －

債務保証
（注）３ 23,750 債務保証

損失引当金 7,738

子会社 プラウドエンジン
株式会社

（所有）
　直接 100.0

管理業務の
受託

業務受託料の
受取（注）４ 7,920 未収入金 726

子会社 株式会社駅探I&I （所有）
　直接 100.0

管理業務の
受託

業務受託料の
受取（注）４ 2,640 未収入金 242

⑴ １株当たり純資産額 219円58銭
⑵ １株当たり当期純損失 89円01銭

８. 関連当事者との取引に関する注記
⑴　親会社及び法人主要株主等

該当事項はありません。

⑵　子会社及び関連会社等

（注）１．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
２．株式会社ラテラ・インターナショナルへの関係会社長期貸付金に対し、当事業年度において、

57,000千円の関係会社貸倒引当金を計上しております。
３．株式会社ラテラ・インターナショナルの金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。
４．業務受託料については、業務の内容を勘案して決定しております。

９. １株当たり情報に関する注記

10. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

11. その他の注記
（減損損失に関する注記）
　連結注記表「６．連結損益計算書に関する注記　⑵　減損損失」に記載しているため、注記を省略してお
ります。
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